
No 選択テーマ

1 人材確保と人材育成

2 原油・原材料高騰対策

3
人材確保・働き方改革の
ための専門家補助

4
販路開拓事業費補助金の
復活

5 人材確保策の検討

6 新商品開発

7 調査・集客

8 事業承継・後継者問題

9 商店街再生

10 SDGsの推進・意識付け

11
人材の確保
（副業人材の受け入れ希
望企業との仲介）

　経営を担うスキルを有する人材の確保は困難である。
　現在、副業を後押しする流れにある中、企業が経営課題に関する知
見を有する人材と副業を通じて出会い、自社の戦力として活用するこ
とが可能な社会になってきたのではないかと考える。よって、副業の
仲介の取組は、企業の抱える人的課題を解決できる手法の一つになり
得る。

　SDGsへの取組は前回会合時にも多数意見があった。学校教育の場で
進められていると聞くが、まだまだ私たち中小・小規模企業では明確
に目標を掲げ課題解決に取り組むところは少なく感じる。
　あるSDGsセミナーで「就職先に選ぶ企業を選ぶときにSDGsに取り組
んでいるか、否かが重要な判断基準になってきている」と伺った。企
業の将来性、地域での社会的な役割が重視される状況にある。
　自社もそうだが、多くの企業で人材不足が叫ばれている。SDGsの推
進が結果となって、人材確保、販路拡大、事業継続力など課題の解決
につながる可能性を感じた。

中小企業・小規模企業振興推進会議　本年度テーマ設定についての意見照会結果

理由

　少子高齢化が進み、働き手となる生産年齢人口が年間60万人ずつ減
少すると言われる中で、市内中小・小規模企業では人材確保・定着が
課題である。市内には５つの高校があるが、就職を希望する生徒が市
内企業の情報を入手する機会が少なく地元企業が選択されていない
ケースが見受けられる。キャリア教育を含め、対策を検討したい。

　しばらくは円安が続くと考えられる。原価が前年同時期と比較して
一定以上上昇していれば、上限を決めて全業種を対象に給付してはど
うか。

　人材不足・定着への取組として、今年４月と10月に施行される育児
休業法への対応を踏まえた就業規則の整備に対する社会保険労務士派
遣の助成

　新型コロナの影響で、展示会やバイヤー商談会が中止になっていた
が、感染状況が落ち着き、それらの動きが活発化してきた。新商品開
発費も対象とされたいがいかがか。

　中高生の意見を参考に人材確保を計画する。

　中小企業が新商品を開発することはコストや人材面で難しい部分が
あるため、大企業とコラボレーションできる仕組みをつくってはいか
がか。

　マーケティングは企業にとって重要である。中高生と大企業と中小
企業が協力して地域発展に生かす施策を考えたい。

　課題として挙げられるものの、どこから手を付けてよいかわからな
い事業者も少なからずあるのではないか。

　商店街には歴史ある店舗が多い。また、若い方が主体の新たなお店
が多くなった。例えば、物販店に加え、美容院やリラクゼーション、
進学塾など増えてきている。コロナ禍で衰退した商店街の再生につな
げていければと感じる。



No 選択テーマ

12
未来に向けた中小企業の
支援のあり方

13

会社見学を希望する企業
(中小企業)に対し、市が
学校と企業の仲介役とな
り、タイアップした取組
の実施

14
産・学が連携した地域中
小企業改革の推進

15
中小企業者等のＤＸの推
進

理由

【資料１】

　これからSociety5.0の社会を迎えるにあたり、社会の変化に伴い、
中小企業の在り方が変わるのではないか。社会の変化に対応できない
企業は淘汰される。経営者は将来を見据え、ビジョンを持って経営を
していかなければならない。
　自分たちの強みを生かし、過去の踏襲ではなく、未来への変革を図
らなければならない。ＤＸ推進事業（セミナー開催）のような支援
（経営者の意識改革）と、具体的にコンサルティングできる支援が必
要ではないか。

　高校に多くの求人が届く中、地元企業での就職を希望する学生は決
して多くはない。
　幼い時から地元企業を見学する場をつくり、企業の魅力を伝えるこ
とで、就職先を選択する子供たちの選択肢は今以上に広がるかと思
う。

中小企業の課題
・人材不足、後継者不足 ・SDGs推進 ・脱炭素推進 ・DX推進
・技術力の継承 ・他品目への波及 ・新事業の推進力・企画力
・販路の開拓、広告宣伝／PRの手法がわからない
それらを解決するための学業との連携・取組
・SDGs、脱炭素の理解
→長期的、就職する際の選択肢、取り組むべきという意識の醸成
・地域産業への理解（地域には日本・世界で使われる技術力がある）
→地域で就職しようとする意欲　人口減少、後継者対策
・姉妹都市、友好都市との交流
→地域産業のPR、マッチング、海外人材の確保、就職先の斡旋、技術
力の波及（新しい商品・販路）、コミュニケーション力、英語力
・授業でのアイデア発掘／PR方法の発掘
→地域産業の深堀り、具体的な体験学習
・DX推進
→授業ではタブレット利用が当たり前。産業の現場で活用できないと
人材も集まらない。意識付けが必要。

・経営者向けＤＸセミナーの実施
・デジタル化診断ツールの活用により、事業者の経営課題やデジタル
化を見える化する
・専門家紹介（おびさぽ・中小企業119・よろず支援）
・ものづくり、ＩＴ等の補助申請支援
・資金繰り支援


